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新生児・乳児の「泣きJについて
一初期の母子相互交渉及び情動発達における泣きの意味-

陳 省仁

The Significance of Crying in Early Mother-Infant Interaction 
and Emotional Development 

Shing-jen Chen 
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hめispaper the significance of crying in the young infants was viewed 仕omtwo standpoints : 

that of mother必fantrelationship and that of emotiona1 development. A reveiw of literature revea1s 

some conceptua1 inadequacies in current research. An example was given and an a1ternative concep-

tua1ization proposed in which emphasis was placed on the tempora1 sequence of motoric behaviors 

and the subsequent voca1izations. A description of the expressive processes prior to and after the 

first expiratory voca1ization was given and the qua1ity of the processes examined in terms of infant 

temperamenta1 characteristics and emotiona1 expression. It was suggested that this aspect of cη担g

could served as a marker of infant temperament. Furthermore， the importance of the expressive pro幽

cesses in understanding emotiona1 socialization was illustrated by applying the new conceptua1ization 

to a model of emotiona1 expression. 
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1.序

この論文は新生児・乳児の「泣き」に関する研究をレヴューし，次の二つの視点から新生児・

乳児の「泣きjを考察するものである。一つは f泣きjを中心とした母子相互突渉と乳児の愛着

関係の形成との関連，もう一つは「泣きJの表出過援の発達の視点である。新生児・乳児の「泣

き」は，古くから母親その他養育に関わる人々の関心を号lいてきた。当然ながら，この関心や興

味を「研究Jのレヴェルへと導いたのは医師連であったが，この事は f泣きJ研究の方向に大き

な影響を与えた。つまり医師遠の「泣きjへの関心は殆ど泣き声の診断的利用の可能性の問題に

関わるものに隈られていたのである(Wasz-Hockert， Lind， Vuorenkoski， Partanen， & VaIanne， 

1968，大芥 1973)。今日まで新生党・乳児の「泣きjの研究の中に，泣き声の膏戸スペクトル

分析による診断学的研究が大きな位置を占めている。尽本に於ける，数少ない今までの研究も例

外ではない(大井 1973，大井・馬場 1973，巷野 1972， Lester & Boukydis， 1985 )。

泣き声に対する大人の反応や泣き声の識別などいわゆる「泣きの知覚・受容Jの問題は，泣き

声分析の臨床応用への関心と同じく，竿くから取り上げられていた(Sherman， 1927， Wasz嗣

Hockert et aI.， 1968 )。一方，心理学者が，特に行動発達の視点から乳児の「泣きjを研究し始

めたのは椙対的に遅かった。取り分け「泣きjを「泣き声」に眼定せず，乳児とその環境(養育

者)との交信行動として捉えて研究がなされるようになったのは，せいぜいこの十五年ほどのこ

とである(Bell &必nsworth，1972 )。乳児の f泣きjが発達心理学者に重視されるようになった

として，乳児の愛着関係の理論と研究の展開(泣きは乳児の生得的愛着行動のーっとされる)

( Bowlby， 1971，必nsworth，1973， Bell & Ainsworth， 1972 )と乳児の気質的特徴に関する研究の

登場(泣きの表出の特徴が気質的特徴とされる(Thomas， Chess， Birch， Hertzig， & Korn， 1963， 

Goldsmith & Campos，1982， Lounsbury & Bates， 1982) )，及び乳幼児の情動発達への関心が挙げら

れる(MaIatesta， 1985， Plutchik， 1983， Sroufe， 1978， Zi抗n，1986 )。

乳幼児の「泣きjの研究に関する文献において， r泣きJという用語は研究の目的や方法によっ
て様々に定義され用いられて来た。このことは f泣きjという事象が幾つかのレベル，更には異

なった視点から捉える事が出来るし，また事実その様にされてきているという事を意味する。研

究の主な目的や方法の性質によって，新生児・乳見の f泣きjの研究は次のように分ける事が出

来る。即ち，一つは泣きの物理学で，もう一つは泣きの心理学で、ある。前者は主に泣き声の音響

学的分析を行なったり，発声のメカニズムを発声器官の生理学的構造や神経系との関連で解明す

ること，及び臨床診断への利用を主な毘的とする。後者は泣き声に対する聴覚的・生理学的反応

を調べたり，泣きに対する大人や養育者の長期，短期の行動的反応，発達を記述し，その発達的

変化の要因を解明する事などを目的とする。

これらの研究においては， r泣きJは養育者の行動傾向や特徴(例えば，愛着関係の研究に於
ける母親の sensitivity)を捉える為の指標と見なされたり，様々な育児行動を引き出す刺激とし

て用いられている。また，分析の対象の単位の長さから見ると，殆どの場合，数百ミリ秒から数

秒間の泣きの音声信号が分析の単位として扱われ，また刺激として用いられている。他方，泣き

の行動の出現頻度の消長やそれに関わる要因に関する研究では，泣きやぐずりを大雑把に捉え，

数週間ないし数か月間に於けるこれらの事象の生起の頻度を扱う。いずれにしても，これらは新

生児・乳児の泣きそのものを一つの表出行動として，その表出の過穏や表出過程の発達及びその

個人差などを扱う研究ではない。上述した泣きに関する「物理学jと「心理学jという分類以外
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に，泣きの f表出過程の行動学J(ethological study )とでも言うべきものが考えられてよい。本

論においてそのような撹点による筆者の研究の紹介を試みる。

1 新生兜・乳児の f泣きJの発達的意義

(1) 音声の麟帯

近年乳児研究が内外において盛んに行なわれている O 乳児に対する見方が大きく変化する中で

新生児・乳児の f有能さJが強調されている。新生児・乳児の様々な f能力Jには従来の知見と

比べれば，確かに驚嘆すべき点が多いが，幼い乳児は，やはり養育者なしにはこれらの能力を

に発達させることが出来ないのである。

産声は人間の生命の始まりの象徴である。生後すぐに現われる「泣きJは，その後の数か月な
いし数年間にわたって，乳児の最も頻度の高くかっ顕著な外的行動の一つである。同時に，

を持たない乳児にとって，自分の不都合を人に知らせ，議劫を求める時の重要な，場合によって

は唯一の有効な手段である。又，泣くことによって生理的・心理的変化が生じ(Anderson， 

1984， Woodson， Reader， Sheperd， & ch制 herlain，1981， Yao， L柱ld，& Vuorenkoski， 1971 )，内的調

整(例えば「緊張の低減J，覚醒の調節)(Chen， 1985， Lester， 1985 )がもたらされるのである。

これらの理由で，泣き声を乳児と養育者との関の「音の騎帯jと見なすことができるのである

( Sander & Julia， 1966 )。

しかし一方，泣き声は殆どの場合嫌悪刺激として受け取められるのである o 高いピッチで繰り

返される乳児の特徴的泣き声は，大人の情動反応を引き起こす強力な刺激である(Ostwald， 

1963， Murray， 1979， 1980， 1985 )。勿論，乳児の生命の維持のための諸条件を確保するためには

このような強力な刺激が欠かせないのである(例えば疲れて熟睡している母親が屈を覚ま'し授乳

するためには，かなり強い位き声が必要と思われる)。しかし，この強力な刺激がしばしば強力

であるがゆえに乳児の生命や身体の安全を脅かすことになる。乳幼児虐待や親の「衝動殺人jな

どはその極端な例である(Helfer & Kemp， 1968， Kirkland， 1985 )。そうした極端な場合でなく

ても， r泣きjは養育者の子供に対する態度や見方になんらかの長期的な影響を与えると考えら
れる。そういう意味で，乳児が自分の泣き方や養育者の介入に対する反応の仕方(例えば，宥め

られ易いか宥められ難いか)によって自分の養育環境を作り上げるという側面もあると言えよう

(Frodi & Lむnb，1980 )0 

(2) r泣きjと母子関係の形成
最初の一年ほどの闘に於ける乳児の泣きは子供と母に対し，吏に当然な結果として，母子の間

の相互交渉の在り方に大きな影響を与えると考えられる。その理由として，上に述べた最初の数

か月においての泣きの頻繁さや，泣きによって引き起こされる大人の情動的反応などの他に，泣

きはなんらかの不都合のしるしであるから，母子の関の相宜交渉の criticalpointであり，また，

宥められない泣きそのものが後における核家族の危機に繋がりかねないことが挙げられよう。

乳幼児期において泣きが起きる時，養育者にはどんなことを経験するだろうか。まず，泣きの

原国を探るため，こどもの生活のリズムを構成する諸要因(例えば，授乳の関踊やタイミング，

睡眠は十分かどうか，おむつは汚れていないだろうか，室温は適切かどうか，身体的痛みなどは

ないかなど)を点検しなければならない。次に子供の長期的・短期的心理状態の把握，育て方へ

の反省や発達への期待(甘やかし或いは厳し過ぎてはいないか，もっと自立できるようになって

ほしいなど)を考慮するだろう。更に，泣いている子供の泣き声泣き顔と，宥めることに対する
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抵抗(躯を反らしたり，接近を求めては拒否する)などが養育者の負的情動的反応(例えば，怒

り， ，t慢しみ)を引き起こし，大人がそれを抑制しようとしたり，またその抑制の失敗に苛立った

りすることも決して稀ではないのである。これらのことは，泣きの持続している数秒ないし数分

間の簡に焦点化・顕在化され，養育者の介入行動及びそれによって生じた結果が評価されるので

ある。このようなことが，子供と養育者との聞に最初の数か月の間に，数ナ呂，数吉田も繰り返

され，その結果が強化されたり，修正されたり， され，より長期の母と子の互いに対する態

度や行動傾向の形成へと繋がって行くと思われる。

「泣き」を中心とした母子間の一連の行動とそれに伴う心理的変化は母子双方にとって大きな

意味をもっている。このことについて考えるのに， distress-relief-sequenceという概念が参考に

なっている。この概念に関しては，ニ，三の応用の試みが見られるに過ぎないが (Bell& 

必nsworth，1972， Gekoski， 1983， Lamb， 1981)，最初の一年間に於ける母子関係の発達を理解す

る上で有用であると思われるので，ここでその概略を述べ，二，三の点について私見を付け加え

ることにする。

Distress曲relief-sequenceとは，子供がなんらかの不都合によって，心理的に窮迫な状況(distress 

)に賂り，養育者がそれをなんらかの方法で察知し，そのような状況から解捨 (relief)させる

という一連の出来ごとを，特に distressreliefに注目していうことである。最初の一年間のみな

らず，乳幼児期ないしその後子供が完全に独立するまで，親子の相互突渉の最も特徴的なー側面

を，抽象的に表現すれば，それは正に distress掛relief-sequenceであると言えるが，ここでは発達

初期の相互焚渉に眼定して理解した方が適切であろう。この概念で表わす現象の中において重要

な役割を演ずるのは信号(signal )である。養育者にとって，子供の泣き声は最も明白な信号で

あるが，一連の棺互交渉の中で，泣き声の変化や，他の子供の情動表出も重要な信号になる。こ

の概念について， Lamb (1981)が強調したのは一連の事象に伴って起きる子供側の心理的状態

と子供の社会性の発達にとっての意義である (pp.lO下113)0 Lambによると， distressで泣い

ている子供を養育者が抱き上げると，姿勢の変化で大脇前庭の平衡感覚部が刺激され，子供が泣

き止む，つまり，いわゆる静かな覚醸(quiet alert )の状態になる傾向があるのである(Korner 

& Thoman， 1970，1972 )。この静かな覚醒状態は子供にとって，知党構報を取り入れるための最

適状態で，主主意が最も高まる状態であるため，学習が有効に行なわれるのである。又，このこと

は子供の社会牲の発達にとって重要な意味を持つ。却ち，養育者の多面的特徴が繰り返し共起す

ることによって，子供の養育者に対する多面的概念の形成が促進され，特定な愛着対象への認識

が深められるばかりではなく， distress-relief-sequenceが繰り返される中で，一定の規則性と

distressの解除による快感によって子供の特定な愛着対象への信頼関係，言い換えれば，子供の

社会的期待の能力の発達が促進される(pp. 110 -111 )。

以上は主に子供側から考察した場合である。しかし，母子の相互交渉は常に両方向的，連鎖的

な交流であると理解すれば distress附relief-sequenceの一連の事象を養育者側から考察すること

も重要であると思われる。従来の研究においては，ややもすれば一面的な扱い方がなされていた

と思われる泣きを中心とした一連の相互交渉の過程は，子供と母の双方にとって，正的，負的意

味を持つ母子関係形成において重要な役割を担うものであると忠われる。 Distress-relief.幽

sequenceという用語においては，子供の方に重点が罷かれているのみならず，この一連の栢Ji

交渉過程の成功した側面のみが強調されるのである。しかし，乳幼児期に於ける子供の泣きを中

心とした母子相互突渉の過程には成功もあれば失敗も有り，しかもそれは決して稀ではないので
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ある。失敗した場合或いは失敗しつつも，なんらかの解決に辿り着いた場合，子供及び母にとっ

て，様々な心理的状態や経験が生ずると考えられる。

養育者にとって，子供の泣き声は無担し難い警報である。泣き声が問えたら，なんとかしなけ

ればならないという気持ちになるのが普通である。泣きが短くかっ緊急性が感じられない場合，

殆ど介入は不要であるが，泣きがある程度持続し，或いは緊急性が感じられる場合，養育者には

同情か怒り(或いはその混合した情動)が生じ，その時行なっている行動を中断して介入せねば

ならない状況になるo 介入が有効な場合には泣きが静まり，子供が扱いやすい状態(遊びに戻る

か，静かな覚醒状態になるか或いは眠りにはいるか)に入る。この一連の事象が繰り返されるこ

とによって養育者に自己の有能性が確かめられ，相互交渉の楽しさが経験され，結果として子供

の世話や子供との相互交渉を積極的に取り組めることが強化され，育児が楽しく成る結果に導く

ことになる。一方逆に，介入が有効でなく，泣きが長引き，子供が泣き疲れて掘ってしま倒まで

泣き止まない場合も決してまれではないのである。この場合，養育者は泣き声や子供のぐずりに

伴った表情ないし抱きや処置に対する抵抗など不快な経験を余儀なくされ，養育者としての有能

さに疑問を抱くことになる。更にこうした「格闘Jのあげく，子供が眠ってしまったら，養育者
にとっての不快な状態は解験されるが，積極的な子供の最良の状態に於ける相互交渉からの強化

が欠知するため，子供と積磁的に取り組んで行く誘閣が低く成る可能性が大である。このような

言わば「失敗したj相互交渉の頻出の上に，続子や家庭の環境などに望ましくない悪条件が更に

加えられたならば，養育者を育児ノイローゼ¥虐待など不幸な羽自に追い込むこともある

( Kirkland， 1985 )。子供の心身の発達にとっても決して良い影響を与えることはないであろう。

このような「失敗した」相互交渉の最も様端な場合，養育者はいわゆる学習性無力感(learned 

helplessness) (Seli伊Ian，1975， Donnovan & Leavitt， 1984 )に臨り，親子関係の悪循環が生じる

可能性が大きいと思われる。

上;このべたように，乳児期において，母子関係の形成において，泣きを中心とした一連の事象

及び母子に生じた心理的変化が重要な役割を演じていることは明白である。母子関係の発達や子

供の社会性の発達を関罷にする際，これらの現象の把握が重要であると思われる。

1 新生克・乳児の f泣きJ，こ関する研究の概略

新生党・乳児の f泣きJは古くから底師の関心を集めてきた。しかし，系統的な研究テーマと
して扱われるようになったのは二十世紀に入ってからのことである。最初における泣きに対する

関心は，乳兇の発声の一部として，のちの古語の発達との関連を検討することはどが主であった

( McCar白y，1929， Irwin & Chen， 1943 )。泣き声を研究の対象とする為に，音声の記銀や再生の

装置が必要になり，磁気テープ録音の発明と応用が泣き研究を画期的に進歩させることとなった。

これは本世紀三十年代の出来事である o 音声信号の分析に，音声スペクトログラフの応用も重要

な役割を演じた。現代の泣き研究の方法論的鳴矢とされているのはL戸中(1951 )の研究である。

この論文で，初めて人間の乳児の泣き声が音声スベクトログラフで表わされた。又日本における

乳児の言語発達の研究にも一石を投じたのであった(村井1970)。

(1)泣きの発達・記述的研究

乳売の他の側面の発達と悶じように，泣き声は短い簡に大きな変化が見られる。新生児期から

6か月までの泣きに興するいわゆる「自然史j的研究を行なったのはWol妊(1969)であった。

この研究において， Wol妊が幾つかの泣きに関する重要な問題を提起した。一つは泣き声の「形
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態学J(morphology)である。彼が新生児の泣きを basiccry， mad cry， pain cryに分け，それ

ぞれの泣きを「発声の長さJ( cry proper )，吸気(inspira討on)及び声の間や吸気の間の休止(rest 

)の長さによって特徴づけた。もう一つの重要な問題提起は，泣きや泣きの終息を規定する諸要

因の発達的変化の記述である o これについて，彼が新生児期 2週 3遇 4週， 1-2か丹，

2-3か月，と 3-6か丹などの時間について検討し，泣きの「機能的j意義の発達的変化を論

じた。これらの研究はその後殆ど大きな麗慌がなかった(Bema1， 1972，ニ木， 1979， Prechtl et 

a1， 1969は数少ない此の類いの研究の例である。)。このことについて，この間半世紀の泣き研究

の集大成を目指した論文集(Lester & Bo叫，ydis，1985 )の終主義で再び言及し，我々の泣きに関

する知識の重要な欠陥のーっと指摘した(Wolff， 1985 )。

Wolffの泣きに関する した関心のもう一つの問題は，新生児・乳見の泣きと後の言語発達

との関係である(Wolff， 1969， 1985 )。残念ながら， Stark (1980)などのような研究は今後の

展開に待たなければならないのである。

(2) r泣きjの頼度の消長に関する記述的研究
乳児の泣きを音声スペクトログラフで研究する以外に，乳児の泣きの生起の頻度の発達的変化

についての記述もなされた。 Ba1eyが1932年に発表した論文で61名の乳児について生後一年間の

泣きの生起状況と頻度の消長について調べた結果が報告された(Ba1ey， 1932 ) 0 Brazeltonは

1962年の論文で， 80名の正常乳児について新生児期から生後12週間までの泣きの発達的変化を母

親の記録の結果から分析し考察した(Brazelton， 1962)。

これらの研究はグローパルなレベルでの乳児期の泣きの基礎的な記述的データとして重要な意

味をもっている。しかし頻度や一自の泣きの長さあるいは宥められ易さなど泣きの諸側面の発達

的変化の有無とそれらを規定する要国や，他人差の連続性と不連続性などはこれらの研究によっ

ては明らかにされていなし1。これらのいわゆる他人差の生態学的記述をする研究が更に必要で‘あ

ると思われる O

(3) 音声スベクトル分析による泣きの研究

1950年代以降今日に至るまで新生児・乳児の泣きに関する研究の最も突出している特徴は音声

スペクトル分析の使用である。この分野の先駆者である Wasz-Hockert，Lind，及びMichelssonな

どによると，最初にダウン症候群の乳児と正常な乳児の泣き声をテーフで国際小見科学会で示し

たのはアメリカのKarelitzであった。彼と共間研究者はその後幾つかの研究を発表したが，主lこ

正常見と異常児(例えば，脳損傷の所見のある乳児)の痛み刺激に対する泣きの潜時や，反応の

関値の違いに注目したものである(Wasz輸Hockert，Lめd，& Michelsson， 1985， Karelitz & Fisichel-

li， 1962， Fisichelli & Karelitz， 1963， Karelitz， Karelitz， & Rosenfeld， 1959) )。これらの研究は枕き

ベクトル分析が新生児・乳児の臨床的診断の手掛かりとして使用しうる可能性を示し

た最初のものである。

この考え方に基づいて新生児の泣き声を系統的に研究し始めたのは北欧のこつのグループの研

究者であった。一つはストックホルムのグループで，もう一つはWasz飴Hockertを代表とするフィ

ンランドのグループである。前者は新生児の泣きの運動生理学を中心とした研究を行ない，その

成果として Lindが1965年に NewbomInfant Cryという ActaPaediatrica Scandinavicaの特集を編

集した(Lind， 1965 )。これらの論文において，泣きに「音声Jと「行動J(cry sound and cry 
act)というこつの構成要素があることが指摘された。又新生児の泣き声に関する基本的分類と

してphonation，dysphonationとhyperphonationの三つを提唱した。
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一方，フィンランド・グループはアウル(Oulu )とヘルシンキのニ個所の研究者が協力して，

主にニつのテーマを研究してきた。一つは音声スペクトル分析に基づいた病児の泣き

的特徴と臨床所見との関連についての研究で，もう一つは聴覚の方法による泣き声の間定と弁別

に関する研究である(Wasz倫Hockertet a1.， 1968 )。新生兇の泣き声を音響学的特徴によって，

産声(birth cη)，飢え(hunger cry )，痛み(pain cry )と快感(pleasure cry )に分類したの

はこのグループである。過去十五年間位にこのグループの行なったおもな研究テーマは様々な病

克の泣き声の音声スペクトル分析であるが，次のような臨床的「異常Jを持つ新生児や乳児の泣

き声が分析された。部ち，染色体異常，代謝異常 (e.g.黄腿，低血糖症)，中枢神経系異常(e. 

g.仮死，脳炎)咽喉食道異常 (e.g.兎唇，喉頭炎，咽頭奇形)である。これらの研究によって，

咽喉異常による泣き声の音響学的特徴と大脳疾患による泣き声の特徴とが顕著に異なることがわ

かった(Raes， Michelsson， Dehean & Despon出， 1982， Michelsson， Sirvio， & Wasz制Hockert，1977， 

a， b)。

(4) r泣きJの産出の生理学・音響学的モデル
上述した北欧の研究者連の研究を更に理論的に裏付ける試みをしたのはGolub，H.しの「乳児

の泣きの生理・音響学的モデル」である (Golub，& Co問 in，1982， 1985 )。このモデjレでは，泣

き声の産出(production )を四つの部門に分ける。即ち，戸内下部呼吸システム(subglotta1 re-

spiratory system )，昔源部，暇頭以上の声道・鼻腔及び口からマイクまでの拡散特性(radiation 

characteristics )である(1985， Pp. 62 -68参照)0 このモデルによって， 88の音響学的特徴を

診断テストとして抽出した。例として挙げられたのは次の八つである。郎ち， GI (glottal insta綱

bility)同声門不安定性， ARE (abnormal respiratory effort )ー異常な呼吸臨難， TOL-痛み刺激

から泣くまでの潜時， 悶fS-発声の終わりの基本周波数上昇或いはhyperphonation，HPP目発声

時の高い基本賂波数，日ONLY-hyperphonationのみの泣き， SCLC-異常に短い或いは異常に長

い泣き， CVT-声道狭症による泣きである。

(5) 泣きに対する反応及び波容の知覚に関する研究

「泣きJは信号であると向時に嫌悪料激である。泣き声が養育者や他の第三者にどんな反応を
引き起こすかは「泣きjの本質の問題のみならず，育児の実擦と関わる問題でもある。

早期の研究において主な関心は，養育者が自分の赤ちゃんの泣きと他人の赤ちゃんの泣きを聞

き分けられるかという問題と，新生児・乳児を扱った経験の有無と何種類の泣き声をどんな状況

で生起した泣きと判断することが出来るかとの関係の問題であった(Wasz-Hockert et a1.， 1986 

)。テープに録音された泣き声を刺激として提示した場合， Wasz-Hockert達はSherman(1932) 

とは異なった結果を示し，養育者が自分の子供の泣きを聞き分けられることと，被験者の子供を

扱った経験の有無が泣き声を開いてその生起情況(例えば痛み，飢え，産声など)そ正しく判断

する確率とが関連すると結論した。 Sagi (1981)はこの結論について更に検討を行ない，母親

と非母親の泣きに対する弁別の能力の差を示し，母体に於ける内分泌の変化や母性に対する社会

の期待及び情動的経験が泣きに対する母親達の敏感さに寄与するだろうと指摘した。

母親の泣きに対する弁別の能力に関わる要閣に関して， Morsbachらの研究は方法論的に最も

擾れている。この研究において，七つの要因が検討された。却ち(1)母の年齢， (2)子供の数， (3)子

供の性別， (4)子供の年齢， (5)授乳の方法， (6)出産の方法制7)出産時使われた薬物である o実験の

結果(1)80%以上の母親被験者が自分の子供の泣き声を開き分けられた(2)母親の年齢，子供の年齢

と性別，同胞の有無，出産時使用された薬物，出産方法及び授乳方法は母親の泣きを聞き分ける
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成功率に有意な影響を与えなかったということが判明した(Morsbach & Bunting， 1979 )。
以上は新生児・乳児の泣きを聴覚による弁別能力によって捉えた研究である。泣き声に対する

反応lこ関して，主に意味微分法 (s.D.法 semanticdぽerentia1method )によるものと，生理

学的反応の測定という方法が挙げられる。前者については泣き声を f緊急性J(urgent)， r耳競
りJ(gra出g)，r病的J(sick)， r喚起するJ(arousing)及び f未熟性J(immature)などの次
元で 5点ないし 7点評価を被験者に課し，刺激として， r正常児Jと「未熟児Jの泣き声を比較
させたり，又，被験者としていわゆる虐待的母親(child abusers )と普通の母親を用いた研究が

主なものである(Frie的 an，Za恥 Waxler，& Radke同Yarrow，1982， Frodi & Lamb， 1980)。

泣き声に対する生理学反応に関して多くの研究がなされてきた。生理学的指標として，心拍，

血圧及び皮膚電気抵抗(或いは電位差)が用いられる(針。di& Lamb， 1980， Boukydis & 

Burgess， 1982 )。生理学的反応と同時に，養育者行動に及ぼす影響も注目されるようになったo

Frodiとその共同研究者の研究によると，乳児の泣きが被験者の自立性興奮を高め(皮膚抵抗の

増加と血圧の上昇)，苛立たせ，心理的ストレスを感じさせるのである。この生理的反応のパター

ンは攻撃性が高まる時と類似していることも指摘された。特に刺激としての泣き声が「未熟児j

の泣き声と名付けられて提示された場合，このような皮応パターンが顕著である(Frodi， Lamb， 

Leavitt & Donnovan， 1978， Donnovan， Leavitt， & Balling， 1978 )。又 Friedmanらの満期産児と

未熟兜の泣きに対する反応についての研究によると，未熟児の泣きは必ずしも満期産児のそれよ

り緊急性が高く，より耳障りになるなどという反応を起こさせるとは隈らず，寧ろ，中桂度リス

クの未熟児の泣きが最も負的に評定される傾向にあると報告された(Friedman et a1.， 1982 )。

更に，この研究で，未熟児のリスクの高さと性別が当該未熟児の泣き声の嫌悪刺激性に寄与する

ことが示唆された。これは泣き声に対する反芯は複雑な要国の絡みによって生ずるものであり，

単純な刺激に対する反応という考え方では把握しきれないということを意味するのである。更に，

泣き声に対する反応とその泣き声に対する対処の仕方，特に自然場面に於けるそれとは必ずしも

一致しないと思われるが，このようなことが問題を更に複雑にする。従って，泣きの棺互交渉に

おける意味を理解するためには，養育者の行動傾向をも把握せねばならないと言える。実験室で

の測定と観察を主な方法としている現時点の研究の弱点を補強するため，より自然な場面での養

育者の反応と養育行動に焦点をあてて，実際の相互交渉に於ける泣きの影響を捉える工夫をしな

ければならないだろう。

U織「泣きJの表出過轄とその発遺

新生児・乳児の「泣きjは乳児とその環境との閤の交信行動でありながら，一方泣いている乳

児の情動や内的状態を制御する個人内の活動(intra-persona1 activity )という側面もある。提来

の泣き研究において，乳幼児の泣きの社会的交信的機能の側面が強調されてきたが，新生児・乳

児の「泣きjの表出過程及び幾っか異なったレベルでの表出過裡の発達に関する考察は皆無であ

る。ここでは，新生児の「泣きJをそういった視点から捉え，その発達的意義を論ずる。
従来の研究と違って，ここでは新生児・乳児の「泣きjを我々が日常の経験においても認める

ように， r一連の身体的運動と一定な発声で，なんらかの distressに対する情動の表出であるJ
と捉える。つまり，分析の対象は「泣きjの活動(cry act )と泣き声(cry sound )で成り立つ

継時的行動系列である。新生児・乳児はこれらの行動を有機的に組織し，ある特定な自擦に向かつ

て「汝きJを表出すると考える。ここでは特に刺激の終了から持続的リズミカルな発声が展開さ
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れるまでの過積を一つの基本単位として記述する。新生児・乳児の「泣きjの表出過程を記述し

考察する際， Zi由1が提案した表出行動の一般的枠組みを参考することは有益であると考える

( Zi吋1，1986 )。この枠組みはより完全なモデルを構築するための準嬬であり，特定な表出行動

に限られていない一般的なものであるが，表出行動の発達を考察するため，表出の心理学的過握

新生児・乳児の「泣き」について
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表出行動の過程[Zivin(1986)による1

Prechtl加の分類による状態3と4の時の新生児に

「吸畷中断反応(response to interruption of 

図1

に関するダイナミックな図式を提供してくれるので，役に立っと思われる。以下においてこの枠

組みについて説明する。(図 1) 

この枠組みによると，表出行動は次の五つの過穏によって構成される。即ち， (1)文脈(context ) 

一生体のある状況に関して情報を提供してくれる外的刺激の総称である。泣きはなんらかの刺激

ーその刺激が明瞭か否かは射としてーによって引き出されると考える。 (2)評価するもの

( appraisor )一外的文脈と生体の内的構況を評価する一連の過程である。この過稜を経て情動

的反応を賦活するか否かを決める。 (3)状態(state )一幾つかの神経的・生理的条件の集合であ

る。適切な評価と連合してある情動を構成する。 (4)編集機構(editor )一文脈と状態に合致した

表出(信号)行動の実行と学習を制御する幾つかの機能の集合である。 (5)表出の形(form )ー

ある構動の状態を示す全ての運動的，或いは生理的行為である。学習や偽装などの社会化の結果

としての信号符動とそれらの影響がないと考えられる自発的表出とがある o

表出行動は全て他人に向かつて発するものとして，或特定な形で表出される行動に対して反応

する他者(reactor )も想定されるが，ここでは新生児・乳児の個人内行動として論ずるので，

この遜患には詳しく触れないことにする。

この枠組みに基づいて，筆者が行なった新生児の「泣き」の表出とその発達に関する研究につ

いて述べる。

1.材料

満期産新生児37名。授乳後王子均90分経過，

ゴム製乳首を20秒間吸わせてから取りだすという
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sucking，以下RISと略す。詳しくはBell，Weller & Waldrop， 1971 ，及びChen，1985を参照)を

VTRで撮影記録する。 1試行の観察時簡は乳苦を取り出してから60秒で 138試行連続的に

行なう。生後3臼と 5臼(平均52時闘と121時間)に実施した。分析はVTRテープを再生し，試

行ごとの被験者の反応を 8カテゴリーを開いて，次の順番に，毎秒ごとに変化をコードした。

①S -sucking， mouthing， tonguingなど。

②V -movements， head，肱nbs-断続的手，足や首の動き。

①A -acceleration of respiration一患が急になる，音が伴うこともある o

④G -grimacingーしかめ面。主に眉をひそめ，頬が緊張する表情。

⑤F -fussing…短発的，不快そうな発声，ぐずり。

⑥C -crying…持続的，リズミカルな発声，泣き o

⑦X -searc加19-一持続的手と首や頭(特に口唇部)の動き。但し②の手，足や首の断続的動

きを験く。

⑧Z -otherーその他，くしゃみ，しゃっくり，虫笑いなど。

一試行毎のこのようなコード化した結果に基づいて，二つのレベルでの記述が可能である。即

ち， (1)集団のノームと(2)1殴人差である。つぎにこのニつのレベルの分析の結果の一端を紹介する。

2.結果と討論

(1)集団のノーム これは37名の新生児が代表するヒトの新生児のニ呂関に於ける RISによる

泣きの最初の40秒関の展開である(図 2)。生後二日と五臼において，第一回目から第八関目へ

と試行が進むに連れて「泣きの麗関Jがより早くより確実になる傾向がみられる o いずれの臼も

8試行自になると乳首が出されて 4秒後泣きに達し，持続的にそれを維持することができた。一

方，第一試行自について比較すると， RIS 1 (生後二日目)では持続的なぐずりや泣きに達し

たのは乳首がだされてから23秒後であるが， RIS 2の8回の試行の平均を比べて見ると，持続

o RIS 1 

関2 RISIとRISIIにおける試行毎の反応の変化
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的泣き(5秒以上)の出現平均潜時はそれぞれ20.4秒(SD =4.37)と16秒 (SD=3.82)であっ

た(t =3.076， p <.05)。

このような展開の過程を更に細かく見ると，乳首が取り出されてから持続的なぐずり(F)や泣き

(c)に達するまで，新生児は様々な行動を示す。殆どの場合反応は乳首の刺激のあった口唇部から

始まって suc凶19が数秒間観察されるのである。次は探索(sear副将)行動と，場合によっ

て殆ど問時か一秒以内のずれで出現する情動的表出〔例えば，しかめ箇(G)や不規則な呼吸(A))で

ある。この状態から持続的・リズミカルな泣きに達するまで新生児は短い不快そうな発声をした

り，顔をしかめたりし，手，足の動きも激しくなり，顔面のみならず櫨幹までの表皮に充血によ

る紅潮が現われ，徐々に一定な音質の発声を持続的に繰り返すようになる。一昆この状態に達し，

ある韓度維持した後，新生児には指や着衣のすそを口唇部に接近させたり，吸ったりする行動が

観察され，懸命に自己鎮静をしようとする努力がなされていることがうかがわれる。

新生児のこのような行動の展開は次のようにまとめる事ができる，部ち，吸畷の中断によるな

んらかのストレスを感じた時点で，新生児の情動・行動システムのスイッチが入れられ，まずそ

のストレスによる distressを表出する目標(第一目標)に向かう。新生児にとって，泣きという，

およそ上に描かれたように，かなり複雑な，身体の様々な部分による一定なタイミングと調節を

必要とする共同作業を行なうのは初めてのことである。そのためには，泣くための身体の諸器官

の闘の機能的調整が必要と思われる。一旦この distressを表出する目標が達成されると，新生児

の情動・行動システムは，その次の目標(第二目標)，つまり泣き止む，鎮静するという目的に

向かうと考えられる。何故なら，泣くためにはやはり新生児は多大なエネルギーを費やすのであ

るから(RoveeωCollier & Lipsitt， 1981， Lamb， 1981 )。

以上の記述と説明を Zi吋nが提案した枠組みで検討してみよう。乳首が取り出されてから最初

の目標までに観察される行動の継時的変化は Zi吋nの枠組みにおける評価(appraisor )，状態

( state )，編集機構(editor )と表出の形(form )までの過鹿に対芯する。本論文において，

現段階の分析は VTRに記録される外的行動に限定されるが，より細かい記録や生理学的指標な

どをつけ加えれば，枠組みで提案された表出過程，及びその閤の関連性(民中のA，B， C， D，な

どの連結)について，より厳密に検証することが可能であろう。一つの例として，現段踏の分析

カテゴリーを用いて，枠組みの内部の表出過程の一部について考察してみよう。

Zi由1のこの枠組みにおいて，表出の形を決めるのは編集機構(editor )であり，編集機構が

文脈(context )から情報を受け，過去と現行の賞罰の教訓や経験に基づいて，ある特定な行動

が正的に，或いは負的に認可されたか(sanction )を決め，吏にその決定に基づいて表出を賦活

させたり抑制させるのである(Zivin， 1986， p 114 ) 0 Zi吋nによると，編集機構の機能

聞の表出のperformanceやその行動の結果をモニターすることである o しかし，乳首が取りださ

れてから持続的リズミカルな泣きに到達するまで，短発的な不快そうな発声が観察され，それら

の発声の構音の仕方や発音の強度及びリズムは，短い時間内でかなり変化するのである。また，

急に hyperphonationやdysphonationなどリズミカjレでない発音がでた場合，発声の仕方が修正さ

れ，ある一定な音質と強度に調整されるまで，新生児は様々な行動を繰り返すのである。これら

の過程は，編集機構が表出された一つ一つの発声を表出する前に，評価機能(appraisor )が決

めた目標としての表出の形 (form)と比較し，その結巣を次の発声の遂行時の参考情報として

フィードパックする過程と考えられる。

以上は新生児の RISに対する反応としての泣きの過殺を全被験者を通して見た場合であるが，
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次に個人差について述べる。

②個人差について-RIS Iこ対する反応は様々である。偶人関は勿論，個人内にも変化が見ら

れた。ここではRISの皮応の個人差の存在の様相とそれの新生児の気賀的特徴の指標としての

利用の可能性について述べるに留める。

偶人差の存在様相に関して，幾つかの側面から考察することが可能である。部ち，①反応性-

RISに対する反応性は低いもの(菌 3(a))と高いもの(鴎 3(b))がある o②一一震性一これに関し

てRIS1とRIS2との闘の一貫性と時B内の一貫性というニつのレベルが考えられる。前者の

高いものと低いものの伊jは図 3(b)と函 3(a)で示されている。後者として，図 5と関 4で示してい

るRIS1とRIS2はともに一貫性の低いものの例である。向日内で高い一貫性を示しているの

は閣 3(b)である。①泣きのスムーズさ一向日内 8試行において，持続的リズミカルな泣きの表出

したどうか，またはその過程が容易に達したかどうか。スムーズな例として鴎 4(a)のRIS

2がある。表出が滑らかでなく，持続的リズミカルな泣きに達していない例としては圏 5(b) RIS 

2と図4(b) RIS 2で示されている。

これらの個人差の側面について，一定な定議化によって新生児の表出の特徴の幾つかの指標を

作成することが可能と思われる。さらにそれらは新生児の気質的特徴(intensity， rise依田， reac欄

tivity， irritability )を記述することに用いられる。

RIS 1 RIS韮 RIS J RISII 

(a) (b) 

殴3(aXb) RISIとRISIIにおける反応の俗人羨。

(a) 反応牲が低い例 (b) 反応性が高いø~
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RIS 1 

(a) (b) 

額 4(aXb) RIS 1とRISIIにおける反応の過程のスムーズさ。
(a)スムーズな例 (b)スムース'ではない例

RISI RIS証

RISIとRISIIにおける反応の一貫性の低い例
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新生児・乳克の泣きはコミュニケーションの手段として，信号の機能(signa1 value )を持つ

他に，乳幼児の生理学・心理学的状態のマーカー (marker)でもある。音声スペクトル分析に

よる，臨床診断の手掛かりとしての泣きの利用はマーカーの例である。上に述べたような視点か

ら，泣きの「表出過程jも新生児・乳児の心理学・生理学的状態のマーカーとして考えられる。

泣き声分析の臨床診断への応用は泣きに関わる発声器官と神経系の機能や状態の「結采」の一部

分である f泣き声jの性質に基づいて，逆に神経系や発声器官の機能・状態を推論するのである。

既に述べたように，このいわゆる「切片Jのような情報と比べて，泣きの「表出の過程」は発声
器官や神経系の機能のよりダイナミックな反映であるし， r発声Jの他に，泣きの「表出jとそ
の「抑制jという側面も含まれているため，神経系や発声器官の機能と状態のより優れたマーカー

であろう。更に，音声スベクトル分析に比べて，必要とする測定・分析の装置が簡単で，分析す

る所要時間も短いのである。

v.泣き研究の理論及び方法論上の諸問題

泣きは幾つかの視点から，様々な分野の研究者によって研究されてきた。しかし，より也括的

な理論や方法論に関する論著はまだ出ていないと言わざるを得ない。事実，様々な角度から泣き

を考察した 1冊の著書が出版されたのは最近のことである(Lester & Boukydis， 1985 )。このこ
とは泣きと言う現象の複雑さとそれに対する研究の浅さに由来するに他ならない。本節では泣き

研究の理論及び方法論上の問題の幾っかを述べることにする。

(1 ) 泣き研究における理論

泣きの研究は基本的に次の幾つかの間いに対する答えを得ょうとするものであると理解して良

いだろう。即ち，新生兇・乳児が何故泣くか，どう泣くか，泣くことはどういうことであるか等

である。これらの開いに様々なレベルで研究者が答えを出そうとしている。一つの問いが幾つか

のより具体的な形で答えられたり，またはその組み合わせで少し異なった間観になったりするこ

ともある。例えば，何故泣くかという問いに対して，大脳生理学的な手法で答えようとする研究

もいれば(Torda， 1976 )，社会的相互交渉の視点から解明するものもいる(Bowlby， 1969， 

必nsworth1969， Ainsworth & Bell， 1974 )。更に，泣くことはどういうことかの関いに Truby& 

Lind (1965)やGolub& Corwin， (1985)が示したような発声の生理学的メカニズムの解明によっ

て答えようとするものや distress-relief-sequenceでモデル化されたような形で答えようとする

ものもある。これらの基本的関いを実際の育児場面に当てはめてみると，例えば泣き声の分析を

新生児や乳児の神経系疾患の診断と早期発見などに応用できないだろうかというような問題が提

出されよう。泣きの研究の理論は，泣きのWHY，HOW， 80 WHATの開題に帰着することができ

ると言えよう。泣き研究の全体を考えると，泣きのHowに関しての研究が少ないように思われる。

特に新生児・乳児の泣きの過韓とその発達についての研究の少なさについては前節も触れた。新

生児の発声のメカニズムに関しては幾つかのモデルがあるが(例えば， Truby & Lind， 1965， 
Golub & Corwin， 1986， Lieberman， H訂ris，Wo阪， Russell， 1971， Lieberman， 1985 )，殆どの場合，

研究者の焦点は発声そのもののメカニズムや器官の機能の上に絞られているため，感情の表出と

しての泣き，そして泣きの心理的・生理的ダイナミズムの記述や考察が不充分である。買にこの

側聞についての研究の欠知にもう一つ大きな理由は新生児・手L!足の能力に関する考え方の開題で

ある。殆どの研究者は，新生児の泣きを，更には生後数週間の乳見の泣きをも，原始的反射と見

なす傾向がある(併えばLester，1985， P. 18; Torda， 1976;二木， 1979， Prechtl et a1， 1969 )。
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この見方は新生児の行動はすべてプログラムされたものであるという見方や，新生児に意図

( intention )や自我(self )などはまだ発遣していないという立場の反映である(Piaget & Irト

helder， 1969， Kopp， 1982 )。従来の新生児の神経学的検査において，例えば様々な反射を調べる

時も，注自されるのはある反射の有無である。その反射の表出の過患や表出の質などは殆ど問題

にされていないようである。本論文でこれらの問題を論ずる余地はないが，前節に示したように，

新生児の RISに対する反応としての泣きの展開の過程とその表出における個性のことを考えれ

ば，たとえ新生児にしても，その泣きは上に挙げられた考え方ほどに自動的，反射的，決定的

( deterministic )ではないことが分かる。寧ろ，新生児の泣きは様々な条件をある一定な意園の

下で調整し，決定したのち執行する行動のように見える O 新生児の視覚探索行動の自主性を示し

たHaith (1980)の研究も新生党の能力や行動の本質に関する考え方の新たな可能性を示唆して

いると思われる。

泣きの WHATに関しての Murray(1979， 1985)の理論的試みは，理論が少ない泣きの研究の中

で特筆されるべき例であろう。この一連の研究で問題になったのは泣きの一見矛盾した性質であ

る。即ち，泣きが愛や，養育行動及び養育者の虐待，ないし人殺しの行動をももたらすという性

質である。 Murray(1979， 1985)の理論的関心は，泣きは単なる嫌悪刺激(従って養育者の反芯

は他の嫌悪刺激に対する反応と同じである)か，それとも生得的開発予(re!easer) (従って一

定な養育行動を開発する)であるかということであるが，この二つのモデルとも難点がある O

Ho鈴nan (1975)は泣きを引札起こす利己的動機と孝'J他的動機を統合することを提案したが，そ

こから導かれるのは彼の empathyと利他主義(altruism )の elicitorとしての泣きの概念である o

Murrayはこれらのモデルを整理し，一連の実験研究を通して検討した結果として， empathy 

モデルが最も実験結果に一致したのであるが，更に人間の養育行動(parental behavior )の個体

発生の側面の重要性をも加えた。

(2) 泣き研究における方法論上の諮問題

泣きという用語は幅広い現象について用いられている。上にも述べたように，泣き研究は様々

な角度から，又邑々な目的の為になされて来た為，幾つかの方法論上の唆昧さや不統一であるこ

とは避け難いだろう o ここでは泣き研究における分析の単位，研究の目的及び泣きを引き出す方

法の問題について考察する。

まず泣きを引き出す刺激については，殆どの音声分析的研究において，痛刺激が用いられる。

これらの研究の目的の一つは発声の標本の採集である。従って新生児がどんな心理的状態にいる

かは重要な問題ではない。更に榛本採集を保障するため，最も確実な方法は痛みを与える方法で

ある。分析の際どんな発声を泣きと見なすのかということも手続き上解決せねばならない問題の

一つである。痛刺激を用いれば，より容易に明瞭に泣きを定義できるので，この刺激が頻繁に使

われる。しかしこれらの利点を持つ一方，痛刺激による泣き(pain cry )は最大限の反応である

ため，前節で示したような泣きの表出における調節過棋の観察を難しくする恐れがある。言い換

えれば，痛刺激を用いた場合，被験者の反応の天井効果によって，偶人差が隠される可能性があ

る。このことは従来の泣きの研究(特に音声分析的研究)が方法論的に言えば，いわゆる古典罷

学的モデル(classica! medical mode! )に基づいた，標本採集的な考えに関連したためであろう o

もし研究の目的が新生児の泣きの過程と個人差の記述であれば，やはり泣きの表出の個人差を最

大限に引き出せるような刺激を用いた方が合目的的であろう。勿論痛刺激に対する反応の潜時や，

反応の大きさなどの側面も開時にìJ!~定できれば，もっと理想に近づけるだろう。次に分析の単位
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の問題について述べる。泣きの研究において，分析の対象は音声スペクトル分析を行なうときの

ー呼吸間の発声，特に吐息栢(expiratory phase )に発せられる音声(expiratory phonation )を

基本単位とする場合から，数還問ないし数か月における泣きやぐずりの頻度や平均持続時間を分

析対象とする場合まである。これらはいづれも我々の臼常の経験におけるいわゆる泣きと間ーで

はない。我々は新生児・乳児も含めて，日常経験している泣きとは，数秒間ないし数分間続く，

一定の身体的運動と発声パターンを草している行動であると解して良いだろう。更にこの論文で

強調したいことは，上で言う泣きに到達するまでの数秒ないし数十秒間のいわゆる準係行動のよ

うな行動を含んだ行動の単位である。この単位は前述した両極端の中間に位寵づけることができ

る。又このような枠組みで新生児が泣きをなんらかの統一性(integrity )を持ち，一定の呂的と

意図(intention )に向かつて，泣くために進化してきた諸器官や神経系の謂節・制御を試みな

がら執行した行動の過程として見ることができる。言い換えれば，従来の泣きに関する研究の目

的に加えて，泣きの展開による表出過程とその発達及び泣きの表出における新生児の気質的特徴

の記述という研究も重要ではないかと主張できるように思われる。

VI.まとめと今後の展望

この論文において乳児の泣き，特に新生児の泣きについて，その研究の現状，現時点での到達

点を述べ，幾つかの概念・方法上の問題点を指摘した。泣きの研究は所詮泣きとはなんぞやとい

う問いに対する様々な答えに他ならない。本文で触れた泣きに関する幾つかのレベルの違った研

究は，ある意味で「泣きとはなんぞや」に対する藍接の答えには必ずしもなっていないように思

われる。例えば，多くの臨床診断に応用するための泣き研究においては，泣きとは何かと言う間

いより，寧ろ，泣き声の物理的成分と乳児の疾患との関係への関心が先行すると替えよう。扱い

易い・扱い難い乳!尽の泣き声の物理的成分の違いに関する研究や泣きの知覚の研究などにも悶じ

ことがいえる。これらの研究は音声以外の泣きの成分(例えば，呼吸，顔の表構と手足の運動な

ど)には殆ど触れていない。言い換えれば，従来の泣き研究の多くは， r泣き=泣き声」という
見方が根麗にあるように思われる。本論文で，特に第四節で，これらと異なった概念の枠組みで

新生児・乳児の泣きを捉えてみた。この枠組みによれば，乳児は勿論，新生児は環境から自分に

とって重要な刺激を取り入れ，処理し，生体内部の諸状況を判断し，そして反応するのである。

環境に対して新生児・乳児は能動的に関わるという認識は，近年の新生児や乳児の能力及び親子

相互交渉に関する研究などで明らかになっている。しかしながら，このような認識は，新生児の

泣きの研究，特に音声分析に関する研究には反映されていないように思われる。

本文の序に触れた「泣き」研究の分類(即ち「物理学j，r心理学j，と f行動学j)以外，泣き
を新生児・乳児の「信号j(signal)として研究する場合と「泣き声Jや「泣きの表出」をサ

イン(sigIりあるいはマーカー(marker)として扱う場合がある。 とは発信者と受信者お

よび発・受信の意志(intention )によって成り立つ。サインやマーカーの場合，発・受信の意

志の有無に拘らず，ある事物が客観的に他の事物と一定な関係があれば成立するのである。泣き

声の臨床診断への応用は f泣き」をサインやマーカーとして扱う， r泣き声の知覚・弁別jに関
する研究では， r泣きjを信号として扱うのである。新生児・乳児の泣きの研究におけるこのこ
つの側面は，それぞれの論理と方法があり，それらを明らかにするのは今後の研究課題の一つで

あろう。

上で触れたように，新生児・乳児の泣きに関して，様々な視点から，色々な方法そ用いた研究
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があるo これらの研究には，それぞれの問題意識があり，それぞれの目的にふさわしい研究法が

選ばれるのであろう。現時点で，泣きに関する様々な研究の関に殆ど関連がなく，それぞれの研

究は独自の問題と取りくみ，解決法を探っているのである。しかし多くの他の人間の行動と同じ

ように，新生児・乳児の泣きをもシステム論的に捉えた方がより有効であろう(Kirk1and & 
Chen， 1986 )。乳幼児の「泣きJの問題は系統発生と個体発生という進化論的な側面，信号とし
ての泣き，マーカーとしての泣き，神経学的・生理学的側面，情動表出・情動の社会化の側面，

泣きに対する知覚，養育者の「こども像の形成要因Jとしての泣き，母子関係や親子相互支渉に
おける泣きという側面，更に社会・文化の価値における乳幼児の泣きや泣きに対する様々な対処

の仕方の意義という側面など，かなり重層的で，複雑なシステムになる。このような視点から新

生党・乳児の泣きにアプローチするのは今後の課題であろう。

注1. Prechtlのstate一新さ主児の呼吸，四肢の動き，自の開閉などに基づいて，新生児の「状態」を六つの

カテゴリーに分類する方法。その概略は次の通りであるο

State 1ー深い媛限。呼吸は均一で四肢の動きがない，自は閉じている。

State 2ー浅録。日が閉じているがREMが時どき観察される。活動性が低い。

State 3ー眠い。日が開いている時も注意が散漫で，動きが遅い。

State 4ー静かな党態。自が輝く o刺激に深く注意しているようである。四絞や体の動きが殆ど見られ

ない。

State 5一回は開いている，かなりの動き(特に四肢)が見られる o 短い「ぐずりJもある。

State 6-泣きo活動性も高い。

詳しくは Brazelton ( 1984 )と Prechtl& Beintema ( 1968 )を参照。
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